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１．研究計画の概要 
 本特定領域研究・研究項目「スピン流とナ
ノヘテロ構造」では、金属、半導体、酸化物
等で構成されるナノヘテロ構造を用いて電
荷流からスピン流を効率良く生成し、伝播さ
せ、更に電荷流に再変換する新たな操作原理
を探索し、その手法を確立することを目的と
する。最終的には研究成果を基にシリコンベ
ース素子技術に統合されうるスピン流回路
の実現を目指す。このためには独立に進行す
る 4つの個別計画研究（①金属ナノ構造を用
いた「新しいスピン流生成・操作手法の探索」;
②半導体へテロ構造を用いた「スピン軌道相
互作用を用いたスピン流の電気的な検出と
制御」;③「シリコンベース素子を用いたスピ
ン注入効率の最適化」;④「ナノへテロ構造に
おけるスピン注入とスピン蓄積の理論 」）が
有機的に結びついて相互に情報交換しなが
ら進展する必要がある。このための支援体制
を構築し、実際に研究進展に役立てることが
本課題の目的である。このために、①共有デ
ータベースサーバーの構築、②ビデオ会議シ
ステムの構築、③定期的な情報交換会議の開
催及び関連国際学会に出席し成果発表およ
び情報収集を行う。 
２．研究の進捗状況 
平成 20 年度に PC ベースのビデオ会議シス
テムを立ち上げ、情報交換や年次成果報告会
に合わせて研究調整会議を開催した。これに
より有益な情報交換を行うことができた。ま
た、21年度は、それぞれの分担者が国際会議
での招待講演を行うと同時に同研究分野の
世界的動向を調査する目的で、４つの国際会
議に出席した。 

３．現在までの達成度 
これらの活動が実を結び、計画研究で得られ
た内因性スピンホール効果に関する論文を
実験と理論の共同で論文を纏めているとこ
ろである。このように 4研究グループ間の研
究進展状況や相互の研究に関する相補的な
理解も深めることができている。 
更に、国際会議参加を通じた情報収集から、
外因性スピンホール効果に関する日仏の共
同研究がスタートした。このように、研究活
動の国際的な発展に結び付く成果が上がっ
ている。 
４．今後の研究の推進方策 
22年度は最終年度として、これまでに班内の
研究から得られた成果を国内外の学会およ
び研究会で講演、あるいは論文として発表す
ることを主目的として活動を進める。必要が
あれば公募研究として加わった研究者にも
国際会議や国際ワークショップに参加する
ための援助を支弁する。 
上述の成果発表とは別に、これまで行って来
た「スピン流とナノヘテロ構造」研究に関係
する4人の研究者と公募研究者を含めたメン
バーによる研究調整会議やビデオ会議を従
来通り開催する。この調整会議では、共同研
究により得た成果をより深めることにより
スピン流研究の更なる発展研究の可能性を
模索する。 
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